
らんたん便り

先日、子どもとUSJに行ってきました。

子どもも成長し、前から乗りたいといっていたマリオカートにチャレンジして

きました。２時間超と並ぶのも大変でしたが、とても楽しんでくれてよかった

です。私も世界観やキャラクターが見事に再現されていて、いるだけで楽しい

気分になりました。無事リフレッシュし、日々の業務に向き合っています。さ

て、今回も簡単ながらニュースレターをお送りします。ご参考になれば幸いで

す。

２０２６年５月号

おかげさまで、成年後見、登記ともに、多くの案

件に関与させていただいております。いつもお世

話になり、ありがとうございます。

件数が増加する中で、当事務所が最も重視してい

るのは「業務精度の維持とさらなる向上」です。

一つ一つの対応を疎かにせず、確実な処理を遂行

できるよう、環境整備を行っています。

その一環として、現在はRPA（ロボットによる自

動化）を活用し、通帳から出納帳への入力を自動

化する仕組みを試験的に導入しました。費目は手

入力だったりと、完全自動化とはいきませんが、

事務員と一緒に試験運用を頑張っています。

今後も司法書士が、案件管理や注意を払うべきプ

ロセスに注力できる体制を整えています。

 

今後も安心いただけるサービスを安定して提供で

きるよう、体制の強化につとめてまいります。 

事務所の近況

事務所連絡先

電話番号：06-6777-2857

　住所 大阪府大阪市天王寺区真田山町

　２番２号東興ビル８階７号室 司法書士山崎秀

公式LINEへのご連絡も可能です→

簡 易 裁 判 所 の 特 徴

簡易裁判所には、普通の裁判の他にも、60万円
以下のお金のトラブルに使える「少額訴訟」と
金額は問わない書面審理のみの「支払督促」と
いう仕組みがあります。

【少額訴訟】
1回で終わることが多く、
裁判官と当事者が丸テーブルを
囲んで話し合う形で進みます。

【支払督促】
書面だけで進む手続きで、相手から異議がなけ
れば、早く差し押さえに進むための権利を得る
ことができます。

いずれも簡易な事件を想定していますが、普段
の生活で馴染みはないものです。司法書士も取
り扱うことのある業務ですので、お悩みの際
は、ご相談も検討してみてください。

ひとこと



知っておくと役立つ

豆知識
当事務所が対応していて一般の方がしっていれば役立ちそうな

法律や手続きに関するご質問にお答えする特集をお届けします。

不動産登記の登記簿にはどんな情報があるのですか？

登記簿の見方も少し独特な部分があります。

司法書士の目線が少し伝われば幸いです。

甲区には所有者が並んでいますが、現在の所有者はだ

れでしょうか。

登記簿を眺めていると、文字に「下線」が引かれていま

す。これはなんですか。

その内容はすでに効力を失った（抹消された）」という

印です。

Q

A

Q

A

Q

A

登記簿は大きく3つの情報で構成されています

 最後に記載されている人が現在の所有者であるのが一般的です

表題部： 土地の広さや建物の構造など、不動産の物理的な情報が

記されています。 


権利部・甲区（所有者）： 「誰が所有しているか」の歴史です。

売買や相続の経緯が記録されています。

権利部・乙区（その他の権利）： 住宅ローンなどの「抵当権」や

他の権利が記載されます。

住宅ローンを完済して「抵当権抹消」の登記が完了すると、乙区

の該当箇所に下線が引かれます。

下線がある＝「過去にはあったが、現在は消えている権利」と見

ると、現在の状況を整理しやすくなります。

甲区の所有権は上記と違い、所有権を手放してもアンダーラインが引か

れません。並んでいる所有者のうち、最新の人が所有者であることが一

般的です。ただし、一部だけを所有する場合は見方が違いますし、登記

には仮登記というものもあり、必ずしも上記が絶対的なルールではあり

ません。なんだろうと思う記載があれば、ご相談ください。
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